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出雲弥生の森博物館だより
IZUMO　YAYOINOMORI　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 40 号
（2021年 1月）

よすみちゃん

尾根上を造成した道路のイメージ

第40号

　

島
根
県
出
雲
地
域
の
神か
ぐ
ら楽
を
「
出
雲

神
楽
」
と
い
い
、そ
の
最
大
の
特
徴
は
、

「
七し

ち
ざ座
」「
式し
き
さ
ん
ば

三
番
」「
神し
ん
の
う能
」
と
い
う

三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
う
ち
神
能
は
、主
に
『
古
事
記
』

や
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
神
話
を

題
材
と
し
た
舞
の
こ
と
で
、「
国く

に
ゆ
ず譲
り
」

や
「
八や

ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇
」、「
日ひ
の
み
さ
き

御
碕
」
な
ど
、

出
雲
地
域
を
舞
台
に
し
た
演
目
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
神
楽
と
聞
け
ば
、
こ
の

神
能
の
こ
と
を
連
想
す
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
、
神
能
を
舞
う
際
に
欠
か
せ
な

い
道
具
の
一
つ
が
「
神
楽
面
」
で
す
。

種
類
が
多
く
、
大
き
さ
も
色
々
で
、
長

さ
が
30
セ
ン
チ
以
上
も
あ
る
鬼
面
な
ど

は
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
は
、
貸か

し
め
ん
や

面
屋
「
林は
や
し
ぎ
や

木
屋
」

に
伝
わ
る
江
戸
時
代
後
期
の
神
楽
面

（
出
雲
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）の
よ

う
に
、
そ
の
歴
史
的
価
値
か
ら
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

長
い
歴
史
を
持
つ
出
雲
神
楽
の
舞
を

支
え
て
き
た
神
楽
面
。
自
然
素
材
を
優

れ
た
造
形
物
に
発
展
さ
せ
る「
匠た

く
みの
技
」

の
結
晶
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、現
在
、

　

２
０
２
０（
令
和
２
）年
11
月
20
日
、

出
雲
市
斐
川
町
直
江
に
あ
る
国
史
跡
出

雲
国
山
陰
道
跡
の
東
側
３
５
０
ｍ
区
間

を
、
国
史
跡
に
追
加
指
定
す
る
よ
う
、

文
化
審
議
会
か
ら
文
部
科
学
大
臣
へ
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
雲
国
山
陰
道
跡
は
、
今
か
ら
約

１
３
０
０
年
前
に
整
備
さ
れ
た
、
都
か

ら
地
方
を
結
ぶ
七
道（
官
道
）の
一
つ
で

す
。
道
幅
が
９
ｍ
も
あ
り
、
丘
陵
の
尾

根
上
を
約
１
㎞
に
わ
た
っ
て
造
成
し
た

痕
跡
が
良
好
に
残
る
全
国
で
も
数
少
な

い
遺
跡
で
す
。

　

今
回
の
速

報
展
で
は
、

現
代
と
古
代

の
土
木
技
術

の
比
較
を
中

心
に
、
山
陰

で
見
つ
か
っ

た
他
の
古
代

道
路
跡
の
情

報
も
併
せ

て
紹
介
し
ま

す
。

（
江
角　

健
）

　
　

神
楽
面
の
制
作
工
程

（
制
作
協
力
：
杉
谷 

茂 

氏
）

「
出
雲
神
楽

―
そ
の
歴
史
と
道
具
―
」　

「
国
史
跡 

出
雲
国
山
陰
道
跡

追
加
指
定
記
念
展
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

★
速
報
展

好
評
開
催
中
～
２
月
23
日（
火
・
祝
）

　

１
月
20
日（
水
）～
５
月
24
日（
月
）

出
雲
市
内
で
神
楽
面
を
作
る
方
は
少
な

く
な
り
、
技
術
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
神
楽
面
の
制
作
技
術
を
目

に
見
え
る
形
で
残
せ
な
い
か
と
考
え
、

出
雲
市
平
野
町
で
神
楽
面
の
制
作
を

行
っ
て
い
る
杉
谷
工
房
・
杉
谷
茂
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
普
段
な
か
な
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
面
の
制
作
工
程

を
展
示
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
出
雲
神
楽
を
代

表
す
る
演
目
と
神
楽
面
を
紹
介
し
な
が

ら
、
そ
の
伝
統
を
伝
え
る
技
と
想
い
に

注
目
し
ま
す
。　
　
　
（
伊
藤 

は
る
か
）

①③

②④
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★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

★
古
文
書
の
森
を
ゆ
く
⑤

　

弥
生
時
代
中
期
の
出
雲
地
域
に
は
、

独
特
な
形
と
文
様
で
飾
ら
れ
た
広ひ

ろ
く
ち口
壺

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
出
雲
型
広
口

壺
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
出

雲
の
特
産
品
と
も
言
え
る
広
口
壺
に
注

目
し
、
弥
生
土
器
作
り
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

出
雲
型
広
口
壺
は
、
長
く
太
い
頸
部

か
ら
朝
顔
形
に
大
き
く
外
反
す
る
口
縁

部
を
も
ち
、
肩
が
張
ら
な
い
胴
部
を
も

つ
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
口
縁
端

面
や
口
縁
部
内
面
、
頸
部
下
半
に
は
数

条
の
凹
線
が
施
さ
れ
、
胴
部
上
半
は
、

羽う
じ
ょ
う
も
ん

状
文
や
櫛く
し
じ
ょ
う
し
と
つ
も
ん

状
刺
突
文
な
ど
で
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。
口
径
33
㎝
以
上
、
器
高
60

㎝
以
上
の
大
形
品
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
的
な
広
口
壺
は
、

１
５
０
点
以
上
確
認
で
き
、
西
は
大
田

市
か
ら
東
は
松
江
市
、
南
は
飯
南
町
や

奥
出
雲
町
に
分
布
し
、
う
ち
５
割
近
く

が
出
雲
市
内
に
あ
り
ま
す
。

　

出
雲
型
広
口
壺
は
、
１
箇
所
で
作
ら

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
８

箇
所
の
製
作
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
土
器
を
焼
成
し
た
時
に
壊
れ

　
「
お
や
、
甚じ

ん
き
ち吉
さ
ん
久
し
ぶ
り
だ
の
。

何
ぞ
新し

ん
ぱ
ん板
が
あ
る
な
ら
借
り
よ
う
じ
ゃ

あ
ね
え
か
。」

　
「
へ
い
、
そ
れ
は
あ
り
が
と
う
。」

　

こ
の
会
話
は
、
１
８
３
０
年
代
に
刊

行
さ
れ
た
書
物
の
一
節
で
、
江
戸
の
貸

本
屋
・
甚
吉
が
顧
客
の
家
を
訪
れ
た
場

面
で
す
。そ
の
挿
絵（
下
の
写
真
）に
は
、

風
呂
敷
い
っ
ぱ
い
に
書
物
を
背
負
い
込

ん
だ
甚
吉（
左
端
の
人
物
）が
玄
関
の
縁

側
に
ど
っ
か
り
と
腰
を
下
ろ
し
た
姿
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
は
出
版
技
術
の
向
上
や
識

字
層
の
拡
大
な
ど
を
背
景
に
多
く
の
書

物
が
流
通
し
ま
し
た
が
、
庶
民
に
と
っ

て
、
書
物
は
高
価
な
も
の
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
貸
本
屋
か
ら
書
物
を
借
り
、

レ
ン
タ
ル
料
を
払
っ
て
読
む
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
広
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

出
雲
市
矢
野
遺
跡
の
出
雲
型
広
口
壺

１
世
紀
・
高
さ
65
㎝

発
見
さ
れ
た
貸
本
（
出
雲
市
所
蔵
）

『春
しゅんしょくたつみその

色辰巳園』
（国立国会図書館デジタルコレクション）

た
破
片（
土
器
焼
成
失
敗
品
）が
出
雲
市

の
下
古
志
遺
跡
・
矢
野
遺
跡
・
青
木
遺

跡
、
松
江
市
の
森
屋
敷
遺
跡
・
雲
垣
遺

跡
、
雲
南
市
垣
ノ
内
遺
跡
、
飯
南
町
板

屋
Ⅲ
遺
跡
で
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
遺
跡
で
出
雲
型
広
口
壺
が
作
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
大
田
市
鳥
居

南
遺
跡
の
広
口
壺
の
胎
土
に
は
、
三
瓶

山
の
噴
出
物（
デ
イ
サ
イ
ト
な
ど
の
火

山
岩
）が
多
く
混
ざ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

大
田
市
内
を
流
れ
る
静
間
川
流
域
の
砂

粒
を
混
ぜ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
出

雲
平
野
で
は
な
く
遺
跡
の
近
く
で
作
ら

れ
た
土
器
と
判
断
で
き
ま
す
。

　

製
作
地
が
複
数
あ
る
事
実
か
ら
、
土

器
自
体
が
運
ば
れ
て
広
く
分
布
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
製
作
者
の
移
動
や
、
製

作
技
術
を
共
有
し
土
器
作
り
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

展
示
で
は
、
出
雲
型
広
口
壺
か
ら
弥

生
時
代
の
出
雲
人
た
ち
の
活
動
を
読
み

取
っ
て
い
き
ま
す
。　
　
（
坂
本 
豊
治
）

「
２
０
０
０
年
前
の
弥
生
土
器

―
出
雲
型
広
口
壺
の
生
産
―
」

「
読
ん
だ
貸
本
、早
こ
と
返
す
だ
わ
」

２
月
25
日（
木
）～
７
月
５
日（
月
）

　

し
か
し
、
借
り
た
書
物
を
返
さ
な
い

者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
よ
う
で
、
こ
れ

が
貸
本
屋
に
と
っ
て
悩
み
の
種
で
し

た
。
そ
こ
で
、
貸
本
屋
は
延
滞
対
策
と

し
て
、
貸
本
に
「
読
み
終
わ
っ
た
ら
早

く
返
せ
」
と
注
意
書
き
を
書
き
加
え
た

の
で
す
。

　

左
上
の
写
真
は
、
こ
の
ほ
ど
出
雲
市

内
の
旧
家
で
発
見
さ
れ
た
書
物
で
す
。

さ
き
の
注
意
書
き
が
黒
々
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
物
は
貸
本

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
多
く
の

人
々
が
手
に
取
り
、
読
書
に
興
じ
て
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

江
戸
時
代
の
出
雲
市
域
で
は
、
ど
の

よ
う
な
書
物
文
化
が
花
開
い
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
今
後
、
さ
ら
な
る
史
料

の
発
掘
と
研
究
の
進
展
が
求
め
ら
れ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
山 

玄
貴
）
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博
物
館
新
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
み
す
よ
ち
ゃ
ん
」
あ
ら
わ
る
‼

11
月
７
日（
土
）、
開
館
10
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
♪

　

11
月
７
日
（
土
）
に
開
催
し
た

➡

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｎ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
初
披
露
と
な
っ
た
「
み
す
よ
ち
ゃ

ん
」。
体
の
中
に
い
る
人（
布
を
巻
か
れ

た
人
物
）や
発
掘
の
人
の
秘
密
な
ど
は
、

博
物
館
ブ
ロ
グ
等
で
公
開
し
て
い
き
ま

す
。
お
楽
し
み
に
！

　

ま
た
、
博
物
館
１
階
の
受
付
で
は
、

「
み
す
よ
ち
ゃ
ん
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル

缶
バ
ッ
ジ
を
配

布
し
て
い
ま

す
。（
令
和
３

年
３
月
31
日

（
水
）ま
で
）こ

の
機
会
に
ぜ
ひ

博
物
館
に
お
越

し
く
だ
さ
い
♪

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
す
よ
ち
ゃ
ん
」

ＦＲＯＧＭＡＮさんはリモート出演！

協力：弥生の森おおつ

協力：三谷神社獅子舞保存会

協力：めめの会

缶バッジ　全２色

　

当
日
は
約
４
０
０
名
の
お
客
様
が
来

館
さ
れ
、
10
周
年
を
祝
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
！

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
、
力

強
い
「
三み

た
に
じ
ん
じ
ゃ
な
げ
し
し
ま
い

谷
神
社
投
獅
子
舞
」。

　

続
く
「
開
館

10
周
年
記
念
式

典
」
で
は
、
10

年
間
の
博
物
館

運
営
で
お
世
話

に
な
っ
た
方
々

に
館
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
！

　
「
弥
生
の
森
カ
フ
ェ
」
で
は
、
地
元

団
体
の
協
力
で
、
か
ら
あ
げ
、
焼
き
そ

ば
、
ケ
ー
キ
、
お
抹
茶
な
ど
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｎ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で

は
、
し
ま
ね
の
吉
田
く
ん
の
生
み
の
親

の
「
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」
さ
ん
が
制
作

し
た
、
博
物
館
の
新
し
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
み・

・

・
す
よ
ち
ゃ
ん
」
を
初
披
露
！

　

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｎ
さ
ん
と
、渡
邊
貞
幸

名
誉
館
長
、花
谷
館
長
の
知
識
と
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
対
談
で
楽
し
く
和
や
か
な

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
の
様
子
は
、
出
雲
市
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
掲
載
予
定
で
す
。

　

開
館
10
周
年
を
皆
さ
ま
と
一
緒
に
お

祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
職
員
一
同
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る

博
物
館
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
博
物
館
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

他
に
も
、「
常
設
展
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
解
説
」
や
、
わ
た
が
し
が
も
ら
え
る

「
よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
」
を
開
催
し
、

大
盛
り
上
が
り
の
一
日
で
し
た
！
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（発行）出雲弥生の森博物館
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〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
（E-mail） yayoi@city.izumo.lg.jp
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

第40号

★
展
示
の
ご
案
内

★
講
座
の
ご
案
内

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
は
、

昨
年
、
め
で
た
く
10
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
支
え
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
出
雲
市
が
で
き
て
80
年
の

記
念
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
出
雲
市
が

で
き
た
そ
の
経
緯
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

い
ま
、
私
た
ち
は
、
年
を
数
え
る
の

に
、
日
本
独
自
の
元
号
「
令
和
」
と
ほ

ぼ
世
界
的
に
共
通
の
西
暦
を
使
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
令
和
3
年
、
西
暦

２
０
２
１
年
で
す
。
で
す
が
、
戦
前
に

は
そ
れ
に
加
え
て
、「
皇こ

う
き紀
」
と
い
う

年
の
数
え
方
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
日

本
初
代
の
天
皇
と
さ
れ
る
神じ

ん
む武
天
皇
の

即
位
さ
れ
た
年
か
ら
数
え
る
年
号
で
、

昭
和
15
年
、
１
９
４
０
年
が
「
皇
紀

２
６
０
０
年
」
で
し
た
。

　

旧
海
軍
の
零
式
艦
上
戦
闘
機
、
通
称

「
ゼ
ロ
戦
」
が
生
ま
れ
た
の
も
こ
の
年
。

　

全
国
で
は
「
皇
紀
２
６
０
０
年
」
に

合
わ
せ
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
京
都
の
公
家
・
五ご

せ
っ
け

摂
家
筆
頭
の

近
衞
家（
当
主
は
近
衞
文
麿
）、
か
つ
て

そ
の
領
地
だ
っ
た
兵
庫
県
伊
丹
市
が
誕

生
し
た
の
も
こ
の
年
。
出
雲
で
も
こ
の

よ
う
な
流
れ
に
乗
る
べ
く
努
力
は
あ
っ

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

た
の
で
す
が
、
一
年
の
遅
れ
と
な
り
、

１
９
４
１（
昭
和
16
）年
2
月
11
日
の

「
紀
元
節
」（
神
武
天
皇
即
位
日
）に
「
出

雲
町
」
合
併
、
11
月
3
日
「
明
治
節
」

（
明
治
天
皇
誕
生
日
）に
「
出
雲
市
」
市

政
施
行
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
12
月
7
日
に
市
議
会
議
員

選
挙
、
即
日
開
票
。
そ
の
翌
日
が
真
珠

湾
攻
撃
成
功
の
発
表
。
出
雲
市
民
も
耳

に
し
た
の
が
、
こ
の
大
本
営
発
表
で
し
た
。

　
「
帝
国
陸
海
軍
は
、
本
八
日
未
明
、

西
太
平
洋
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
軍
と
戦
闘
状
態
に
入
れ
り
」

　

出
雲
市
は
、
そ
の
歩
み
を
始
め
た
日

か
ら
戦
時
下
に
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
歴

史
的
事
実
を
、
出
雲
市
民
は
忘
れ
ず
に

共
有
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
年
が
改
ま
っ
て
も
、
変
わ
ら

な
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 （
花
谷　

浩
）

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

好
評
開
催
中
～
２
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
「
出
雲
神
楽 

～
そ
の
歴
史
と
道
具
～
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

１
月
16
日
（
土
）
10
時
～

　
　

２
月
14
日
（
日
）
10
時
～

　
　
　

※
申
込
不
要

　

２
月
25
日
（
木
）
～
７
月
５
日
（
月
）

　
「
２
０
０
０
年
前
の
弥
生
土
器

―
出
雲
型
広
口
壺
の
生
産
―
」

▼
速
報
展

　

好
評
開
催
中
～
１
月
18
日(

月)

　
「
新
発
見
・
横
穴
墓
の
線
刻
壁
画

―
神
門
横
穴
墓
群
の
調
査
か
ら
―
」

　

１
月
20
日
（
水
）
～
５
月
24
日
（
月
）

　
「
国
史
跡  

出
雲
国
山
陰
道
跡

追
加
指
定
記
念
展
」

▼
ス
ポ
ッ
ト
展

　

好
評
開
催
中
～
３
月
29
日
（
月
）

　
「
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

開
館
10
年 

展
示
の
あ
ゆ
み
」

※
い
ず
れ
も
観
覧
料
は
無
料
で
す
。

▼
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
講
座

●
申
込
受
付　

１
月
８
日（
金
）開
始

●
受
講
料　
　

３
０
０
円

①
２
月
６
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
「
出
雲
の
神
像
―
そ
の
信
仰
と
造
形
」

　
●
講　

師　
　

的
野 

克
之 

氏

　
（
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

　

参
与
）

②
２
月
27
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
「
大
社
の
近
代
化

―
神
門
通
り
新
設
と
神
苑
拡
張
」

　
●
講　

師　
　

和
田 

嘉
宥 

氏

　
（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校

　

名
誉
教
授
）

③
３
月
６
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
「
海
の
た
た
ら
、
山
の
た
た
ら

―
田
儀
櫻
井
家
の
た
た
ら
製
鉄
」

　
●
講　

師　
　

角
田 
徳
幸 

氏

　
（
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

調
整
監
）

講
座
の
申
込
に
つ
い
て

当
日
受
付
な
し　

先
着
40
名

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
）

●
申
込
受
付
時
間 

９
～
17
時

●
必
要
事
項 

氏
名
・
電
話
番
号
・
住
所

※ 

講
座
当
日
は
、
感
染
症
予
防
の
た
め
、
マ
ス

ク
着
用
、
手
指
消
毒
、
受
付
で
の
体
温
測
定

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
発
熱
・
咳
・

喉
の
痛
み
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
受
講

を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。


